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中山山脈の文化を探る（4) 
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津 軽 考 古 学 会 

会 長．秋 元 省 三 

 

 

藤崎に居城していた安藤氏は鎌倉幕府の圧迫に堪えか

ねて相内に移り、十三に福良,城を築レvて住んでいたが、 

南部義政の謀略にかかり、戦いに敗れ一旦小泊の柴崎城

まで退却したが、ここでも防ぎきれず松自せへと逃げてい

つた。それは嘉吉三年十二月の末のことであつた． 

今泉部落の背後の山中に、安倍太郎屋敷とI呼ばれている

所がある。 ここに住んでいた安倍太郎が延元三年摂津匡I 

石津で足利軍と戦つて北畠顕家と共に戦死している。 こ

のほか乙部地小三郎の舘跡が尾別にあるが‘、 五所川原j也

区では原子平内兵衛の原子舘、神山左京の神山舘、長内

大学の戸りそ舘、金神林の金神舘など諸万に舘跡があるが

中でも飯詰の高舘は城主朝日左衛門尉行安が大浦軍との

数度の戦いで有名になつた。飯詰の高舘城主朝日氏の初

代藤原景房は、中納言藤原藤房の子息そ伝えられる。I簾

房が建武D中興がなつたのち、後醍醐天皇の賞罰が足利

尊氏を過賞、適正を欠いたため諸将の不平不満がおさま

らないことを心配し、しばレばおいさめ申したがおとり

あげがなかつつた。そこで彼は前途に見切りをつけて、 

遂に官職を捨てて野に下り、仏門に入つたことになつて

いるが、飯詰町諸翁聞取帳等によれぱ、I僚房に諸国をj遍

歴の末、秋田県の松原補陀寺から中山山脈の中にある正

中山」で場寺にこもり、安東真弘 ー名真時）の長女を嫁

つて景房を生み、これが成長ののち興国五年飯詰の高舘

に城を築いたことになつている。 
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今
年
末
完

W
目
指
し
て
 

急
ピ

ツ
チ
に
工
事
進
む
 

建
設
中
の
市
民
会

舘
 

（昭和33年C)月10日篇3種まW1更物認コ1) (1' 

市
民
の
文
化
福祉
の
殿
堂
と
して
、
 

か
ね
て
期
待
を
よ
せら
れ
て
お
り
ま
し

た
市
民
会
舘は
岡
建築
設
計
事
務
所の

設
計
に
基
き
、津
軽
の
母
岩木
川
の
畔

り
、
老
柳
蒼
然
と
して
由
緒
あ
る
柳町

の
五
小校
跡
に
約
一
億
二
千万
円
の
工

事
費
を
予
定
し
昨
年
十月
一
一
十
九
日
工

事
現
場で
起
工
式
をお
こ
な
い
、た
だ

ち
に
新田
建
設
（
本
社東
京
）
が
工
 
 

事
に
着
手
しま
し
た
が
、
現
在
外
観
の

形
が
ほ
ぼ
で
きあ
が
り
、今
年
十
二
月

末
の
完
成
を
目
指
して
お
り
ま
す
．
 

外
装
は
クリ
ー
ム
色
に
茄
子
紺
を
配

し
た
タ
イ
ル
張り
の
明
るい
モ
ダ
ン
な

も
の
に
な
る
筈で
す
。
 

こ
れ
の
完
成に
よ
り
従
来集
会
、
会

合
な
ど
に
学
校等
使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
解消
す
る
と
と
も
に
、市
民
の
憩
 

い
の
広
場と
し
て

永
く
後
世に
残
る

こ
と
と
思
い
ま
す

同
会
舘
は
総
坪

数
九
四
〇
、五
八

坪
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
で

内
部
は
一
二O
O
 

名
収
容
の
大
ホ
ー
 

ル
（
固
定席
九
〇

〇
補
助
席三
〇
〇
 

）
を
は
じめ
二
〇

〇
名
収
容
の
集
会

室
そ
れ
に
小
会
議

室
二
室
、図
書
室

な
ど
と
な
つて
お

り
ま
す
。
 

ま
た
別
舘
は
木

造
モ
ル
タ
ル塗
一
一

階
建
で
二階
は
四
 
 

八
丁
間
の和
室
結
婚
式
場
、階
下
は
料

理
、
生
け
花
、
茶
道
な
ど
の講
習
会
に

使
用
で
き
るよ
う
な
和
室
な
ど
が
あり

ま
す
。
 

（写
真
…
工
事進
ち
よ
く
率
七
〇

％
の
市
民
会
舘）
 

三
F
三
て二
三
ミ
三F三
F
《
三
！
三
 

公
営
住
宅
 

入
居
者
募
集
 

幾
世
森
団
地
（
市
内
大字
湊
）
に
建

設
中
の公
営
住
宅
第
一
種
ブロ
ツ
ク
平

屋
建
十
一
戸
お
よ
び
第二
種
ブ
ロ
ッ
ク

平
屋
整
一
干一
戸
が今
年
十
一
月
末
（
元

成
し
ま
す
の
で
入
居
希望
者
を
募
集
し

ま
す
．
 

申
込
受付
期
間
は
九月
十
日
か
ら
九

月
二
十
日
ま
で
（
土
曜
日
、日
皿
日
、
 

祭
日
は
申
込
書
の
交付
お
よ
び
受
付
は

い
た
しま
せ
ん
）
 

入
居
希
望者
は
五所
川
原
市
公
営
住

宅
入
居
申込
書
を
市
役
所
民
生
課
に
提

出
し
て
く
ださ
い
。
 

現
在
申
込書
を
提
出
して
い
る
人
で

も
新
規
公募
で
あ
り
ま
すの
で
、
あ
ら

た
め
て
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
書
に
は
動
務
者e
と
き
は
勤
務

先
の
給
与
証
明
書
を
、そ
の
他
の
入
は

所
得
証
明書
ま
た
は所
得
を
証
明
す
る

書
類
を添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
く
わ
しい
こ
と
に
つ
い
ては
市

役
所
民
生
課
に
お
た
づ
ねく
だ
さ
い
。
 



'“嘱~ーー, 一， 	、A了 	〇稲作 （1）水のかけ 

陰ぞこ望ユ, Iーー I ーー」扇議 	ひき・・・水の必嬰な時 

zグ/1 、 期は出穂後30日前後 

鍛巽を・ ＝各二 とされているが、ー 

叩埋F 、毒二, 般に落水が早めらわI 
ている。予報されて

いる八月下旬の早冷と、今後つぎつぎとおそう台風にそ

なえて管理を適正におこ1よい、稔実が才dかされないよう

にする。とくに台風のときは深水にして稲の乾燥を防ぐ

ようにする。(2）ひえ抜きとり・・・・ひえは穂が出ラIくてから―→ 

週間以上たつと脱粒し易いので稲の穂が傾く頃になつた

ら抜きとつて焼くようにする。(3)病害虫の防除・・・イネコ

アオムシ、アワョトウが異常発生することもあるので田

圃を見廻つて少発生のうちに防除する。 

〇りんご （1）もう一I亘］砥：加用 4-12式ポルドー液を散布

し、薬剤防除の仕上をおこなう。 ハマキムシはりんごの

実と葉が重なつているとその間に被害を与える習性があ

るので、無袋の場合は 9月始めごろから、旭では袋はぎ

どきからかるく葉摘みをする。(2）ョコパエの発生に注意

し大発生の徴候ある場合はデナポンDDTの水和剤（I0 
0 倍）を散布する。ョコパェは特にやなぎ、くるみのホ

が発生源となるので伐採した方がよい。 旭は除袋、葉摘

みは日やけに注意し朝、タと雨上りはおこなわない．'3) 
落果防止剤の散布は除袋の前後でよいが、 つるもとによ

くかかるようにする 245 T qを散布の場合は収穫が遅れ, 
ないようにする・ 
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街
頭
巡
回
補
導
 

ナ
イ
フ
持
つ
中

学
生
も
 

反
省
会
で
意
見
交
換
 

鵬
市
内
の
各
学
校
、
P
T
A

、
青
少
年

問
題
協議
会
、少
年
補
導
協
力会
、
B
 

B
s
、
警
祭
、市
福
祉
事
務
所な
ど
が

中
心
と
な
つ
て
今
年
も
大
、七
、
八
月

の
三
カ
月
間
夏
期肖
少
年
健
全
育
成
運

動
期
間
を
さ
だ
め
青
少
年
不
艮
化
防
止

の
た
め夜
間
巡
回
を
お
こ
な
いま
し
た

が
、
今
後
さ
らに
運
動
を
効果
的
に
す

る
た
め
二
十
四日
商
工
会
識
所に
関
係

者
が
集
り
街
頭
巡回
補
導
反
省会
を
開

き
ま
し
た
。
 

巡
回
は
宵
宮
、夏
ま
つ
り
、夏
休
中
を

重
点
に
大月
四
日
間
、
七
月
）
甘間
八

月
一
干日
聞
そ
れぞ
れ
実
施
され
ま
し

た
が
、補
導
の
内容
は
街
頭
、
乾
橋
、
 

堤
防
附
近
で
補
導
さ
れ
た
の
が四
十
八

件
で
最高
を
占
め
、
つ
い
で
映
画
舘
内

が
一
干
二
件
、宵
宮
が
十
一
件
、ア
ベ

ツ
ク
が六
件
と
な
つて
お
り
宵
宮
で
の
 

今
回
の
選
挙
か
ら
 

小
曲
に
投
票
所
を
 

い
ま
ま
で
小
脇投
票
所
は
五所
川
原

第
二
投
票
所
（
五所
川
原
小
学
校）
で

し
た
が
こ
ん
ど
の
市
臓
会
議
員選
挙
か

ら
小
曲
集
会
場
に投
票
所
を
開
設
し
ま

す
か
ら問
違
わ
ない
よ
うに
し
て
く
だ

さ
い
。
 
 

中
学
生
、
高
校
生
の喫
煙
、中
学
生
の

ナ
イ
フ
持
 歩
き
な
ど
も
あ
り
、巡
回

は
ま
づ
ま
づ
の
成
果
を
あ
げ
ま
した
。
 

ま
た
反
省
会
で
は
青
少
年
の善
導
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
つぎ
の
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
意
見
が
か
わ
さ
れま
し
た

△
最
近
中
学
生
の間
で
伝
書
ハ
ト飼

育
熱
が
盛
ん
に
なつ
て
い
る
が
一羽
一

五
O
O
円
も
す
る
ハ
ト
を
買
う
に
め
親

が
金
を
く
れ
な
い
とい
つ
て時
計
を
入

質
し
よ
う
ど
し
た
り
、盗
み
ま
で
は
た

ら
こ
う
と
し
た
中
学
生
も
出て
い
る
。
 

県
選
挙
管
理
委
員会
と
公
明
選
挙
推

進
協
議
会で
は
、今
年
度
公明
選
挙
常

時
啓
発
の
一
環
と
し
、さ
ら
に
は
き
た

る
べ
き
衆議
院
議
員
総
選
挙
の
公明
化

運
動
と
し
て
県
内
各
地
区
で
政
治討
論

会
を
お
こ
な
いま
す
が
、
当
市
で
も
九

月
十
日
午後
一
時
か
ら
中
央
公
民
舘
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
 

当
日
の
主
題
は
「
有
権
者
の政
治
意

識
を
い
か
に
して
高
め
る
か
」
、討
論

の
テ
1
マ
は
本県
の
展
業
はど
つ
あ
る
 
 

島
を
飼
っ
こ
と
自
休
は
よ
い
の
”
」
が
資

金
も
多
く
か
か
る
こと
か
ら親
の
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
。
 

△
高
校
生
が
服
装
を
変
え
て
喫
茶
店

に
出
入
り
レ
た
り
帽
子
を
ハ
ン
チ
ン
グ

の
よ
う
に
して
か
ぶ
り
、
帽
章
を
見え
、
 

な
い
よ
う
に
し
て
い
る生
徒
も
多
い
。
 

△
切
手
ブ1
ム
で
子
供
た
ち
も収
集

に
懸
命
に
な
つ
て
い
る
が
発
売
日
朝
早

く
か
ら
郵
便
局
の
前
に
大
ぜ
い
で
列
を

つ
く
つて
い
る
。こ
の
た
め
遅
刻
す
る

子
供
も
出て
い
る
。
 

△
タ
カ
リ
、
 ユ
ス
リ
を
し
て
い
る
ニ

セ
学
生
も出
て
い
る
ー
 

以
上
い
ろ
い
ろ
意
見
も
出
た
が
こ
れ

に
つ
い
て
青
少
年
問
題協
議
会
や
市
福

祉
事
務
所
で
は
他
の
団体
と
の
横
の連

絡
を
密
に
し
て
効
果
的
な
青
少
年
健全

育
成
を
推
し進
め
る
こ
とに
し
て
い
る
 

べ
き
か
、と
し
討
論
す
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
当
日
は
日
本共
産
党
、自
田
民

主
党
、日
本
社
会
党
．民
主
社
会
党
か

ら
各
一
名
が
講
師
と
して
出
席
す
る
こ

と
に
な
つて
お
り
ま
す
。
 

な
お
全
講
師
の
二
回目
の
発
言
が
終

つ
た
後
、各
講
師
と
出
席
者
と
の
質
疑

応
答
も
一
時
間
く
らい
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
多
数
ご
出
席
し
、聴
講
す
る

よ
う
に
し
て
く
ださ
い
。
 

県
道
の
草
取
り
奉
仕
 

ー
中
泉
部
落
民

ー
 

ク
道
路
を
愛
し
ま
し
よ
う
ク
と
一
干

三
日
後
市内
中
泉
部
落
では
行
政
連絡

員
の
関
勝
衛
さ
ん
の
お
んど
で
部
落民

一
〇
〇
人
が
出て
道
路
わき
の
茸
と
り

作
業
奉
仕
を
お
こ
な
いま
し
た
。
 

こ
の
道
路は
梅
田
か
ら
中
泉
部
落
を

通
り
羽
野
木沢
に
通
ず
る
県
道
で
、道

路
わ
き
の
草が
ひ
ど
く
、
こ
れ
を
み
か

ね
た
部
落
民
が
十
年
も
前
か
ら
総
出
で

こ
の
草
と
り奉
仕
を
して
い
た
もの
。
 

以
前
は
道路
が
草
で
見
通
し
らき
か

ず
、
た
ま
に
ま事
故
も
あ
つ
た
と
のこ

と
だ
が
最
近
は
部
落民
の
奉
仕
で
草を

と
り
、
砂
利
敷
を
し
て
、
り
つ
ぱ
に
整

備
さ
れ
て
いる
の
で
、
，こ
の
道路
を
通

る
人
た
か
ら
感
謝
さ
れ
てお
り
ま
す
。
 

東
北
高
校
柔
道
 

五
農
体
育

舘
で
 

第
十
」
面
東
北
高
校
柔道
大
会
、
第

十
八
回
国体
柔
道
高
校
、教
員
の
部東

北
予
選
が
九
月
七
、
八
の
両
日
、
五
展

校
体
育
舘
に
東
北
各
県
の代
表
選
手
一
一

五
〇
名
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す

試
合
は
第
一
日
目
七
日
が
東
北高
校

柔
道
大
会
、よ
く
八
日
が
国
体
予
選
と

南
北
対
抗試
合
が
予
定さ
れ
て
いま
す

南
北
対
抗
試
合
は
福
島
、宮
城
、
山
形

の
三
県
が
南軍
、
岩
手
、
秋
田
、
青
森
 

e
三
県
が
北軍
と
そ
れ
ぞ
れ
各
県
の国

体
出
場
選
手
に
よ
つ
て試
合
が
お
こな

わ
れ
ま
す
。
 

一
市
立
西
北
中
央
病
院
の診
療
時
間
》
 

【
は
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
【
 

】
四
時
四
十
分
ま
で
で
す
。
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政
治

討
論

会
 

1
0日
中
央
公
民
舘
で
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